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アメリカの中で胃癌罹患率が高いとされるアラスカにおける複数の集団での H.pylori

感染率の検討である。先住民を中心に若年成人でも感染率が高いということである

が、20年前のサンプルによる検討であり、内視鏡の結果がないことも含め、現状に適

合する成績かどうかについては疑問である。また、感染経路についても井戸水は水道

とみなされていることに違和感を覚える。 

胃癌を念頭に置いた場合には、単に感染率をみるだけではなく、H.pyloriの病原性

も評価すべきである。アラスカ先住民のH.pyloriはCagAを有さないものが多いとい

う報告があるが、実際に胃癌患者に感染している H.pylori の CagA についての調

査も行ってみるべきであろう。 
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